
　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆さまには、ご家族お揃いで清々しい新年をお迎えになられたことと思います。
　昨年は、毎月、食料品や家庭用品など生活必需品の値上げなど物価高に悩まされ、夏には、
真夏日・猛暑日とも毎年記録更新する異常気象に悩まされた年でした。
　私たち高齢者を取り巻く環境は今まで以上に厳しいものとなっています。社会保障費の負
担増、診療窓口での負担増など介護や医療など高齢者の自己負担を増やしていく政策が取ら
れることが危惧されます。
　私たちが安心して暮らせる社会にするためには、年金・医療・介護など、社会保障制度を充
実させるように働きかけていかなければなりません。そのためには、中央本部との連携に
よって政策制度への取組み、また、連合福井との連携によって自治体要請などの取組みを強
化していかなければなりません。
　それに、組織拡大も大きな課題の一つです。現在の会員組織の平均年齢も新しい人の加入
が少ないために年々上昇しています。新しい人の加入を積極的に取り組まなければ、将来の
会員組織運営に影響がでてきます。また、現役の産別・単組において退職者の会があっても、
県退職者連合に加盟していない組織への呼びかけも積極的に行っていかなければなりませ
ん。
　本年も変わらず、「誰もが生き生きと安心して暮らせる社会」「長寿を心から喜びあえる社
会」を目指して、会員相互の親睦交流（親睦交流旅行・研修会・マレットゴルフ大会など）を中
心に「元気な退職者連合」の活動を進めていきますので、ご指導とご協力をよろしくお願いい
たします。
　皆さまのご健勝とご多幸を祈念し、新年のご挨拶といたします。

福井県退職者連合

会 長　斉 藤　重 範

新年のご挨拶

20262026

退 職 者 連 合退 職 者 連 合
福井県退職者連合

No.74　２０２6.1.31
福井市問屋町１丁目３0
発行責任者　牧野　恭英

ふ　 く 　い



　新年あけましておめでとうございます。
　会員のみなさまには元気に新年を迎えられたことと思います。
　日本退職者連合は、1991年11月20日に「日本高齢・退職者団体連合」として結成され、今年結成
35周年を迎えます。
　社会保障の充実、組織強化・拡大、ジェンダー平等推進に向けて、さらなる飛躍の年になるよう
産別・関連退連、地方退連が一体となって邁進していくことを願っています。
　高市政権は所信表明で防衛費の対ＧＤＰ比2％の前倒し、安保関連3文書の改定などに言及し
ました。しかし、「政治とカネ」の問題に一言も触れなかったことは極めて遺憾です。
　安倍政権以降の「軍事偏重」「対米追従」路線の延長に屈することなく、私たちは平和国家を求め
ていきます。
　世界では核の脅しが横行しています。惨禍を繰り返さぬよう訴え続けるのは、私たちの使命で
あり、「核なき世界」をめざし、連合とともに1000万署名の取り組みを進めていきます。
　すべての人が地域で活き活きと豊かに暮らせるために、会員のみなさまとともに頑張る年にし
たいと考えています。
　みなさまのご健勝、ご活躍を祈念して新年のあいさつとします。

日本退職者連合　

　　　会　長　野田　那智子

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。日頃から、連合福井の活動に対し
て、ご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、昨年も社会情勢は大きく揺れ動き、物価の上昇や社会保障制度の課題など、暮らしを取り
巻くさまざまな不安が続きました。そうした中でも、退職者の皆さまが地域や組織の活動に参加
され、豊かな経験と知識を生かして支えてくださったことは、私たちにとって本当に心強く、学ぶ
ことの多い一年でありました。また、私たちの取り組みは、世代を超えて積み重ねられてきた成果
の上に成り立っています。今日の労働条件や組織の基盤があるのは、退職者の皆さまが長年にわ
たり築いてこられた努力の結晶です。その思いを継ぎ、未来へとしっかりと引き継ぐことが私た
ちの責任であること、改めて感じております。
　本年も、安心して暮らせる地域づくりや、働く者の声を社会に届ける活動を、一層力強く進めて
まいります。そして、退職者の皆さまとのつながりを大切にしながら、ともに支え合い、学び合い、
より良い社会を築いていければと願っております。
　今年一年も、皆さまにとって健康で穏やか、そして喜びの多い年になりますよう、心よりお祈り
申し上げます。

２０２６新年のご挨拶

新年のごあいさつ
　2025年11月20日（木）14時から福井県民ホールにおいて、福井県退職者連合定期総会が開催され
ました。
　田島幹事の開会挨拶に始まり、そしてこの1年でお亡くなりになられた方々に対し、出席者全員
で黙祷を捧げました。総会議長に福井市職労退職者の会の荒井代議員を選出し、総会次第に則り、
進行されました。
　斉藤会長からは、高市総理誕生と対中国対応、経済対策の動向をはじめ、諸般を取り巻く情勢報
告と今年1年の活動および、退職者連合を取り巻く状況（会員数の減少、厳しい財政事情）を考慮し
た経費削減等への対応などを話されつつも、引き続き、これまで踏襲してきた活動を展開し、会員
相互の親睦と交流を深めていきたいとのあいさつがありました。
　今年のご来賓には、連合福井・橋岡会長、福井県労福協・宮腰事務局次長、北陸労働金庫・鈴木常務
理事、こくみん共済coop・坂事務局長、県民生協・蓬莱谷常務執行委員、Lユニオントラベル京都・川
尻様に出席いただき、代表して連合福井・橋岡会長よりあいさつを受けました。
　2025年度の活動経過報告、収支決算・監査報告については異議なく承認され、 2026年度活動方針
（案）、2026年度予算（案）の議案についても可決されました。
　第3号議案では役員改選を行い、新たに牧野事務局長および水井幹事が役員に就任し、それぞれ
から挨拶がありました。
　また、これまでご尽力をいただいた政所副会長および青山会計監査が退任され、斉藤会長より感
謝状が贈呈されました。最後にスローガンを確認し、山口副会長の閉会の挨拶で定期総会を閉じま
した。
　総会終了後には、乙見幹事の司会のもと、懇親会を開催しました。斉藤会長の乾杯でスタートし、
参加者同士コミュニケーションを深め楽しいひと時を過ごしていただきました。

連合福井

　　　会　長　橋　岡　克　典
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開会挨拶をする斉藤会長

優勝した谷原さん

来賓として、連合福井・橋岡
事務局長にお越しいただきました

☆JP労組退職者の会
　あけましておめでとうございます。
　日本郵政グループ労働組合（JP労組）福井連協退職者の
会では、県内4支部（福井東部・福井・福井中部・福井南部）の
退職者組織を構成し、現退（現役・退職者）一体の活動を進め
ていますが、特に、郵政事業を取り巻く環境が極めて厳しい
状況にあることから、現退一体の活動については、現役サイ
ドからの要請行動にのみ応えているのが現状です。
　加えて、発足当時から連協独自施策、具体的には、『各支
部間による出前講座』や『おもてなし交流イベント（各支部持
ち回り）』などを展開してきましたが、近年では、会員数の減
少や財政面での問題などから、現在は、各支部退職者の会に
よる活動をサポートしていくことに重点をおいて活動してい
ます。
　支部退職者の会では、現役支部と連携したイベントを開催
したり、現役支部役員との意見交換を定期的に開催したり、
一定の成果を挙げている組織も一部ありますが、その多くは
活動が停滞気味であることは歪めません。
　特に、会員数の減少や新規加入会員が極めて少ないこと、
役員の高齢化と新たな役員を見出せず、次期役員の担い手
づくりが急務となっています。
　そうした現状ではあるものの、活動の基本である『親睦と
交流』を軸に、日頃の会員宅訪問による顔見せ行動や次の担
い手（役員）づくりの為の現役支部役員との意見交換会など
開催し、担い手づくりに努めていくこととしています。
　人生100年。
　郵政職場退職後の人生（時間）の一部を「退職者の会組
織」が、お手伝いできるようなそんな活動を目指していきたい
と思っています。

☆福井県庁退職者連盟からのお知らせ
「第16回 福井県庁退職者連盟会員作品展」の
開催について

一般社団法人　福井県庁退職者連盟　　

事務局長　笹　井　博　見
　皆さん、新年明けましておめでとうございます。さて、福井
県庁退職者連盟では、会員のより一層の親睦・交流と、新た
な仲間や趣味との出会いによる心豊かで潤いのある生活づ
くりに資するため、恒例の会員による作品展を今年も下記の
とおり開催いたしますので、出品者の力作の数々をご覧にぜ
ひご来場ください。

記
　１．会　期　　令和8年3月25日(水)～29日(日)
　　　　　　　午前９時～午後５時(最終日は午後４時まで)
　　　　　　　（最終日は午後4時まで）
　２．会　場　　福井県立美術館(１階第２展示室)
　３．部　門　　「絵画・造形」、「彫刻・工芸」
　　　　　　　「書道(篆刻を含む)」、「写真」
　４．出品者　　福井県庁退職者連盟会員又はその配偶者
　５．入場料　　無　料

☆北陸労働金庫福井県退職者の会
会　長　乙　見　康　夫

　明けましておめでとうございます。当会は昨年40回目の総
会を開催しました。母体は福井ろうきん➡北陸ろうきんへと
名称を変えましが、当会は諸先輩方の努力と熱意に支えられ、
退職者の憩いの場（OB会）として存続してきました。
　総会では「福井県内在住」という縛りを外す会則の改定を
行いました。退職後に県外に移住された方に対してもより
オープンにしたいと考えたからです。
　現在、会員数は約90名ほどで、毎年5月の定期総会と秋
の日帰りバス旅行をメイン行事に活動を行っています。年1
回の会報には定期総会の報告と会員の近況報告を載せてい
ます。“行事には参加できないが、近況報告が懐かしく、楽し
みにしています” とのうれしい声も聞かれます。
　一方、課題（悩み）もあります。退職年齢の引上げに伴う会
員の高齢化、行事参加者の固定化、物価高による財政の悪
化です。特に金銭面は個人負担の引上げをお願いしつつ、会
員の期待に応えるべく、工夫して踏んばっていこうと話し合っ
ているところです。本年もよろしくお願いいたします。

☆IKI・IKIライフクラブ
代　表　山　口　克　家

　会員の皆様、新年あけましておめでとうございます。
IKI・IKIライフクラブは、UAゼンセン友の会から衣替えし、4
年が経過しました。現役組合員の加入も可能となっての組織
ですが、まだまだ既存の会員も含め新規事業や、サービスの
内容が浸透していません。これからの周知活動が課題となっ
ています。
　そんな中、従来からの行事を中心に活動しています。従来
の行事（マレットゴルフ大会・日帰り旅行・総会）などで親睦と
交流を図っていますが、会員の高齢化などで参加される方が
年々減少化しているのが悩みの種です。加盟会員に呼びか
けをしてもなかなか参加者は増えないのが現状です。
　ただ、現状を嘆くだけでは仕方ありません。各行事に参加
された方が楽しく、それなりに満足され、また来ようねと思っ
てもらえるような内容のものを企画し、UAゼンセン福井県支
部のサポートもいただきながら活動を進めたいと思っていま
す。退職者連合の各種行事にもできるだけ参加させてもらい、
生き生きした毎日を過ごせるよう会員、役員ともに頑張ってま
いります。

　2025年9月24日、松岡町河川敷公園せせらぎコースにおいて「第14回マレットゴルフ大会」を、選
手38名・役員13名が参加し開催しました。
　当日は清々しい秋晴れで絶好の競技日和となりました。参加者の皆さんは、和やかな雰囲気の中
にも真剣な表情でプレーを楽しまれ、コース内には笑顔と歓声があふれていました。大きな事故も
なく無事に大会を終了することができました。
　連合福井、北陸労金、こくみん共済coop、県民生協から沢山の景品を提供していただきました。
ご協力ありがとうございました。
　今後も健康増進と親睦を深める場として継続して開催していきたいと思います。
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開会挨拶をする斉藤会長

優勝した谷原さん

来賓として、連合福井・橋岡
事務局長にお越しいただきました

☆JP労組退職者の会
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ドからの要請行動にのみ応えているのが現状です。
　加えて、発足当時から連協独自施策、具体的には、『各支
部間による出前講座』や『おもてなし交流イベント（各支部持
ち回り）』などを展開してきましたが、近年では、会員数の減
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☆福井県庁退職者連盟からのお知らせ
「第16回 福井県庁退職者連盟会員作品展」の
開催について

一般社団法人　福井県庁退職者連盟　　
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事務局からのお知らせ

福井県退職者連合　２０２６年度　役員一同

　第1回幹事会を2025年12月9日（火）14時より、坂井市三国町「三国オーシャンリゾート＆ホテル」
にて開催しました。
　斉藤会長挨拶の後、報告事項「定期総会の会計報告」を行い、その後、協議事項として、 ①交流親
睦旅行（日帰り/案）、 ②年間予定、 ③グループラインによる幹事会案内の再確認、 ④イベント（マ
レットゴルフ大会）開催、 ⑤研修会など、当面の活動について協議しました。
　特に、交流親睦旅行については、本年については日帰り旅行とすることを総会にて確認している
ことから、県内の名所・旧跡訪問やそば打ちを含む体験行動などの提案を受けた上で、参加費問題、
旅行内容の検討、今後の旅行の進め方などを中心に議論し、次回幹事会（2月開催予定）で、再度協
議していくことを確認しました。
　なお、今後の行事予定について、以下の通り報告いたしますので、宜しくお願いします。

日　時：2026年9月に予定
会　場：松岡河川敷公園　せせらぎコース

第15回マレットゴルフ大会

日　時：2026年11月18日（水）
会　場：福井県民ホール（アオッサ８階）

第35回定期総会

日　時：2026年5月に日帰り旅行を予定
場　所：検討中（次回幹事会以降決定）
参加費：検討中（次回幹事会以降決定）
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　特に、交流親睦旅行については、本年については日帰り旅行とすることを総会にて確認している
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議していくことを確認しました。
　なお、今後の行事予定について、以下の通り報告いたしますので、宜しくお願いします。

日　時：2026年9月に予定
会　場：松岡河川敷公園　せせらぎコース

第15回マレットゴルフ大会
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会　場：福井県民ホール（アオッサ８階）

第35回定期総会

日　時：2026年5月に日帰り旅行を予定
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　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆さまには、ご家族お揃いで清々しい新年をお迎えになられたことと思います。
　昨年は、毎月、食料品や家庭用品など生活必需品の値上げなど物価高に悩まされ、夏には、
真夏日・猛暑日とも毎年記録更新する異常気象に悩まされた年でした。
　私たち高齢者を取り巻く環境は今まで以上に厳しいものとなっています。社会保障費の負
担増、診療窓口での負担増など介護や医療など高齢者の自己負担を増やしていく政策が取ら
れることが危惧されます。
　私たちが安心して暮らせる社会にするためには、年金・医療・介護など、社会保障制度を充
実させるように働きかけていかなければなりません。そのためには、中央本部との連携に
よって政策制度への取組み、また、連合福井との連携によって自治体要請などの取組みを強
化していかなければなりません。
　それに、組織拡大も大きな課題の一つです。現在の会員組織の平均年齢も新しい人の加入
が少ないために年々上昇しています。新しい人の加入を積極的に取り組まなければ、将来の
会員組織運営に影響がでてきます。また、現役の産別・単組において退職者の会があっても、
県退職者連合に加盟していない組織への呼びかけも積極的に行っていかなければなりませ
ん。
　本年も変わらず、「誰もが生き生きと安心して暮らせる社会」「長寿を心から喜びあえる社
会」を目指して、会員相互の親睦交流（親睦交流旅行・研修会・マレットゴルフ大会など）を中
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